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平成26年度化学物質管理目標等報告の概要[資料編] 

１ 市町村別・業種別の報告状況 
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２ 主要業種（製造業に限る）別の状況【平成26年度届出排出量上位３業種】 

(1) 輸送用機械器具製造業（排出量第１位） 

ア 排出量別 

平成26年度の報告事業所（化管法の届出対象外の事業所を除く。）は47事業所であり、排

出量別の事業所数は図１-１のとおりでした。排出量上位３事業所で、当該業種の排出量全体

の57.8％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１-１ 排出量別事業所数 
 
 

イ 当該業種が占める割合 

輸送用機械器具製造業は、報告を行った全事業所の排出量の43.5％を占めていました。

（図１-２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１-２ 排出量（平成25年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成25年度の管理目標（排出量削減目標）１キログラムに対し、排出量が118トン減少し、

目標を達成しました。 

平成26年度の管理目標（排出量削減目標）は４トンです。 
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エ 物質別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成26年度に報告のあった物質数は36物質で、物質別の排出量は図１-３のとおりでした。

排出量上位３物質で、当該業種の排出量全体の93.4％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１-３ 物質別排出量  

 

(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

物質別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表１-１のとおりでした。排出量

削減目標物質であるキシレンについて、目標を達成しました。 

 

表１-１ 平成25年度物質別管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年度物質別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》

物質名 H25削減目標 H25削減実績 達成状況

　○　キシレン 　　 1ｷﾛｸﾞﾗﾑ／年 24トン／年 達　成
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オ 用途別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成26年度に報告のあった用途別の排出量は、図１-４のとおりでした。「溶剤・塗料

など」が、当該業種の排出量全体の94.5％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           図１-４ 用途別排出量 

 

(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

用途別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表１－２のとおりでした。排出量削

減目標である「溶剤・塗料など」は目標を達成しませんでした。 

 

表１-２ 平成25年度用途別管理目標（排出量削減目標）の達成状況 
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平成25年度用途別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》

用途名 H25削減目標 H25削減実績 達成状況

　○　溶剤、塗料など 1ｷﾛｸﾞﾗﾑ／年 -116トン／年 非達成
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 (2) ゴム製品製造業（排出量第２位） 

ア 排出量別 

平成26年度の報告事業所（化管法の届出対象外の事業所を除く。）は５事業所で、排出量

別の事業所数は図２-１のとおりでした。排出量上位１事業所で、当該業種の排出量全体の

92.0％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

図２-１ 排出量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

ゴム製品製造業は、全事業所の排出量の12.7％を占めていました（図２-２）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２-２ 排出量（平成25年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成25年度の管理目標（排出量削減目標）０トン（現状維持）に対し、排出量が12トン減

少し、目標を達成しました。 

平成26年度の管理目標（排出量削減目標）は０トン（現状維持）です。 
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エ 物質別の状況 

平成26年度に報告のあった物質数は23物質で、物質別の排出量は図２-３のとおりでした。

排出量の最も多いトルエンが、当該業種の排出量全体の92.4％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-３ 物質別排出量 

 

オ 用途別の状況 

平成26年度に報告のあった用途別の排出量は、図２-４のとおりでした。「溶剤・塗料な

ど」が、当該業種の排出量全体の96.6％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２-４ 用途別排出量 
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(3) 一般機械器具製造業（排出量第３位） 

ア 排出量別 

平成26年度の報告事業所（化管法の届出対象外の事業所を除く。）は20事業所で、排出量

別の事業所数は図３-１のとおりでした。排出量上位２事業所で、当該業種の排出量全体の

63.1％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-１ 排出量別事業所数 

 

 

イ 当該業種が占める割合 

一般機械器具製造業は、報告を行った全事業所の排出量の8.0％を占めていました。 

（図３-２） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  図３-２ 排出量（平成25年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成25年度の管理目標（排出量削減目標）０トン（現状維持）に対し、排出量が３トン現

象し、目標を達成しました。 

平成26年度の管理目標（排出量削減目標）は44キログラムです。 
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エ 物質別の状況 

平成26年度に報告のあった物質数は12物質で、物質別の排出量は図３-３のとおりでした。

排出量上位２物質で、当該業種の排出量全体の81.0％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-３ 物質別排出量 

 

 

 

オ 用途別の状況 

平成26年度に報告のあった用途別の排出量は、図３-４のとおりでした。「溶剤・塗料な

ど」が、当該業種の排出量の95.2％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図３-４ 用途別排出量 
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３ 主要業種（製造業に限る）別の状況【平成26年度届出使用量上位３業種】 

(1) 化学工業（使用量第１位） 

ア 使用量別 

平成26年度の報告事業所は80事業所で、使用量別の事業所数は図４-１のとおりでした。使

用量上位３事業所で、当該業種の使用量全体の60.1％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４-１ 使用量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

化学工業は、報告を行った全事業所の使用量の26.4％を占めていました。（図４-２） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

図４-２ 使用量 

（平成24年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成25年度の管理目標（使用量削減目標）59トンに対し、使用量が2,297トン増加し、目標

を達成しませんでした。 

平成26年度の管理目標（使用量削減目標）は45トンです。 
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エ 物質別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成26年度に報告のあった物質数は154物質で、物質別の使用量は図４-３のとおりでし

た。使用量上位３物質で、当該業種の使用量全体の34.9％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４-３ 物質別使用量 

 

(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

物質別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表４－１のとおりでした。使用量

削減目標の上位物質であるヘキサメチレン＝ジイソシアネート及びバナジウム化合物は目

標を達成しませんでした。 

 

    表４-１ 平成25年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況 
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平成25年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

物質名 H25削減目標 H25削減実績 達成状況

　①　ﾍｷｻﾒﾁﾚﾝ=ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ 24トン／年 -17トン／年 非達成

　②　バナジウム化合物 17トン／年 1トン／年 非達成
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(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成26年度に報告のあった物質別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図４-４

のとおりです。削減目標上位２物質で、当該業種の削減目標全体の58.2％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４-４ 物質別管理目標（使用量削減目標） 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成26年度に報告のあった用途別の使用量は、図４-５のとおりでした。「溶剤・塗料

など」及び「洗浄、界面活性剤など」で、当該業種の使用量全体の68.4％を占めていまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４-５ 用途別使用量 
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(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

用途別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表４-２のとおりでした。使用量

削減目標である「溶剤・塗料など」で目標を達成しました。 

 

表４-２ 平成25年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

 

 

 

 

 

(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成26年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図４-６のとおりです。

最も削減目標が大きい「溶剤・塗料など」で、当該業種の削減目標全体の92.7％を占めて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図４-６ 用途別管理目標（使用量削減目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

用途名 H25削減目標 H25削減実績 達成状況

　○　溶剤・塗料など 59トン／年 885トン／年 達　成
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(2) プラスチック製品製造業（使用量第２位） 

ア 使用量別 

平成26年度の報告事業所は19事業所で、使用量別の事業所数は図５-１のとおりでした。使

用量上位３事業所で、当該業種の使用量全体の71.4％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図５-１ 使用量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

プラスチック製品製造業は、報告を行った全事業所の使用量の3.1％を占めていました（図

５-２）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図５-２ 使用量 

（平成25年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成25年度の管理目標（使用量削減目標）60トンに対し、使用量が507トン減少し、目標を

達成しました。 

平成26年度の管理目標（使用量削減目標）は３トンです。 
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エ 物質別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成26年度に報告のあった物質数は18物質で、物質別の使用量は図５-３のとおりでした。

使用量上位３物質で、当該業種の使用量全体の79.7％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５-３ 物質別使用量 

 

(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

物質別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表５－１のとおりでした。使用量

削減目標の上位目標であるイプシロン－カプロラクタムは目標を達成しませんでした。 

 

    表５-１ 平成25年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

 

 

 

 

 

(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成26年度の物質別の主な管理目標（使用量削減目標）はトルエンで、削減目標は３ト

ンです。 
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平成25年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

物質名 H25削減目標 H25削減実績 達成状況

　○　ｲﾌﾟｼﾛﾝ-ｶﾌﾟﾛﾗｸﾀﾑ 60トン／年 -71トン／年 非達成
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オ 用途別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成26年度に報告のあった用途別の使用量は、図５-４のとおりでした。「高分子、ゴ

ム、プラスチックなど」が、当該業種の使用量全体の62.1％を占めていました。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図５-４ 用途別使用量 

 

(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成25年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表５-２のとおりで

した。使用量削減目標の上位である「高分子、ゴム、プラスチックなど」は目標を達成し

ました。 

 

表５-２ 平成25年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

 

 

 

 

 

 (ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成26年度の用途別の主な管理目標（使用量削減目標）は、「溶剤、塗料など」で、削

減目標は３トンです。 

 

 

 

 

 

 

 

740 

1,906 

4,343 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

その他の用途

溶剤・塗料など

高分子、ゴム、プラスチックなど

(ﾄﾝ/年)

平成25年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況

用途名 H25削減目標 H25削減実績 達成状況

　○　高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど 60トン／年 426トン／年 達　成
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 (3) 輸送用機械器具製造業（使用量第３位） 

ア 使用量別 

平成26年度の報告事業所は51事業所で、使用量別の事業所数は図６-１のとおりでした。使

用量上位３事業所で、当該業種の使用量全体の54.7％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図６-１ 使用量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

輸送用機械器具製造業は、報告を行った全事業所の使用量の2.7％を占めていました。（図

６-２） 

 

   

 

 

 

 

 

 

図６-２ 使用量 

（平成25年度） 

 

 

ウ 当該業種の管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成25年度の管理目標（使用量削減目標）４トンに対し、使用量が553トン増加し、目標を

達成しませんでした。 

平成26年度の管理目標（使用量削減目標）は33トンです。 
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エ 物質別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成26年度に報告のあった物質数は37物質で、物質別の使用量は図６-３のとおりでした。

使用用上位３物質で、当該業種の使用量全体の67.8％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図６-３ 物質別使用量  

 

 

(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

物質別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表６－１のとおりでした。使用量

削減目標の上位目標であるトルエンは目標を達成しませんでした。 

 

表６-１ 平成25年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況 
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平成25年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

物質名 H25削減目標 H25削減実績 達成状況

　○　トルエン 2トン／年 -51トン／年 非達成
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(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成26年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図６-４のとおりです。

最も削減目標の大きいキシレンで、当該業種の使用量削減目標全体の39.6％を占めていま

す。 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

図６-４ 物質別管理目標（使用量削減目標） 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成26年度に報告のあった用途別の使用量は、図６-５のとおりでした。「溶剤・塗料

など」が、当該業種の使用量全体の55.9％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６-５ 用途別使用量 
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(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

用途別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表６-２のとおりでした。使用量

削減目標の上位である「溶剤・塗料など」で目標を達成しませんでした。 

 

表６-２ 平成25年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

 

 

 

 

 

 (ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成26年度に報告のあった用途別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図６-

６のとおりです。削減目標が最も大きい「溶剤、塗料など」が、当該業種の削減目標全体

の51.8％を占めています。 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

図６-６ 用途別管理目標（使用量削減目標） 
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平成25年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

用途名 H25削減目標 H25削減実績 達成状況

　○　溶剤、塗料など 3トン／年 -1,580トン／年 非達成
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４ 主な化学物質の用途と有害性  

今回の報告で、排出量が多かった化学物質の用途や有害性は次のとおりです。 

 

物質名 主な用途 人に対する有害性 

トルエン 

合成原料（合成繊維、染料、

火薬（TNT）、香料、有機顔

料、可塑剤）、ガソリン成

分、溶剤（塗料、インキ） 

長期間にわたって体内に取り込んだ結果、運動障害

や記憶障害などの神経系の障害のほか、腎臓、肝臓

や血液への障害が認められます。 

シックハウス症候群との関連も疑われています。 

キシレン 

合成原料（テレフタル酸、染

料、有機顔料、香料、可塑

剤、医薬品）、ガソリン・灯

油成分、溶剤（塗料、農薬） 

高濃度で、眼やのどなどに対する刺激性や、中枢神

経へ影響を与えることが報告されています。 

シックハウス症候群との関連も疑われています。 

エチルベンゼン 合成原料（スチレン）、溶剤 

シックハウス症候群との関係が疑われています。 

動物実験で肝臓及び腎臓重量の増加、肝細胞などの

腫れが報告されています。 

塩化メチレン 

洗浄剤（金属脱脂）、溶剤

（重合用）、エアゾール噴射

剤、インキ成分、ペイント剥

離剤 

高濃度で、吐き気、だるさ、めまい、しびれなどの

神経系の症状が報告されています。 

動物実験でがんの発生率の増加が認められ、人に対

する発がん性が疑われています。 

ノルマル-ヘキサ

ン 

重合溶剤（合成樹脂）、溶剤

（接着剤、塗料、インキ） 

長期間取り込み続けた際の影響については、頭痛、

四肢知覚異常、筋力低下などが報告されています。

動物実験で胎児への体重低下が認められています。 

テトラクロロエチ

レン 

代替フロンの原料、ドライク

リーニングの溶剤、金属の洗

浄剤 

高濃度で、肝臓や腎臓への障害が認められることが

あると報告されています。低濃度で、頭痛、めま

い、眠気などの神経系への影響が報告されていま

す。 

動物実験で肝細胞がんの発生が報告されています。 

 

出典 ： ｢PRTRデータを読み解くための市民ガイドブック｣ 

｢化学物質ファクトシート 2012年度版｣ 

    環境省環境保健部環境安全課 


